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Q.中央公園ゆったりトイレ改修事業費約1,600万円の
減額の経緯はどうか。

Ａ.委員会審査で、高額すぎると指摘があり、内容を大幅
に見直し、減額に至った。

Q.公営墓地の候補地が白紙になった。待っている方が多
くいるが現状はどうか。

Ａ.庁内の検討委員会で公共施設の敷地も含めて選定し
ている。

特集 議会って何？議会って何？
なぜ委員会が必要なの？
議案が専門的かつ多岐にわたるため、全議員が集まる本会議で詳細な審議をすると
時間もかかり、効率的ではありません。東御市議会では総務産業委員会と社会文教
委員会の二つの常任委員会があり、市側から提出された議案や市民や団体の方から
受けた請願・陳情などについて、担当する委員会で審査します。

①委員会日程（例）総務産業委員会

②委員会審査の進め方

③審査のようす～とある日の総務産業委員会～

1 日目 2 日目 3 日目

議案調査
（9：00 ～

16：00）

9：00 ～ 9：50 消防課 9：00 ～ 11：45 農林課、農業委員会
9：50 ～ 10：00 秘書課 昼休憩
10：00 ～ 10：45 総務課 13：00 ～ 14：50 商工観光課

休　憩 4 日目
11：00 ～ 12：00 上下水道課

9：00 ～ 10：30 文化・スポーツ振興課
国民スポーツ大会推進室昼休憩

13：00 ～ 14：20 建設課 休　憩
休　憩 10：45 ～ 11：45 地域づくり支援課

14：35 ～ 15：00 会計課 昼休憩

15：00 ～ 15：20
議会事務局

 監査委員事務局
 公平委員会事務局

13：00 ～ 14：20 企画振興課

14：30 ～ 15：30
現地調査

（宿泊交流拠点施設
建設予定地の調査）

　5日目は、常任委員会の正副委員長が審査中に出た意見や要望をまとめて
　審査報告書を作成し、予算決算特別委員会で審査をします。

担当部署より説明員の出席を求め、部長や課長、係長が参加します。
説明員より議案や請願・陳情についての説明があります。必要に応じ、
現地調査をします。

委員

委員

説明員

説明員

委員会で出された質疑応答（抜粋）

総務
産業委員会

○○○○○○について
どうですか？

○○○○○○は
△△△△△△です。 発言をどうぞ

説明員 委　員委員長

社会
文教委員会

〜常任委員会編〜〜常任委員会編〜
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陳
情
第
４
号

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
及
び
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
10
％

以
上
の
引
上
げ
を
求
め
る
陳
情

書
　

昨
今
の
物
価
高
騰
に
対
し

て
比
例
し
て
い
な
い
「
診
療

報
酬
」・「
介
護
及
び
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
」（
以
降
、

報
酬
と
略
）
に
よ
り
医
療
機
関

の
倒
産
・
廃
業
お
よ
び
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
従
事
者
の
人
手

不
足
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
状

況
の
改
善
を
目
的
と
し
た
報
酬

引
き
上
げ
を
求
め
る
も
の
で
す
。

通
補
導
員
に
関
す
る
規
定
を
削

り
、
交
通
指
導
員
の
定
員
を
44

人
か
ら
40
人
と
し
ま
す
。

議
案
第
79
号

東
御
市
地
域
産
物
販
売
促
進
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

ワ
イ
ン
テ
ラ
ス
御
堂
の
利
活

用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
改
正

で
す
。
施
設
貸
切
利
用
時
の
料

金
設
定
お
よ
び
規
定
の
改
定
で

す
。
料
金
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

区　分 金　額

平　日 ４時間まで 11,000円

８時間まで 22,000円

休　日 ４時間まで 13,200円

８時間まで 26,400円

午前９時前又は午後５時以降に利用する場合１時間につき 3,300円

電気器具の持込みをして電力を使用する場合 市長が別に定める額

議
案
第
65
号
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
費

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
要

す
る
費
用
の
補
正
で
す
。

中
央
公
園
ゆ
っ
た
り

　 

ト
イ
レ
改
修
事
業
費

　

事
務
事
業
実
施
に
伴
う
不
用

額
の
補
正
お
よ
び
財
源
補
正
で

す
。

結
婚
・
子
育
て

　
　
　
　
支
援
事
業
費

　

補
助
金
は
、
所
得
要
件
に
よ

り
、
夫
婦
２
人
と
も
20
代
で
あ

れ
ば
最
大
60
万
円
、
い
ず
れ
か

が
30
代
に
な
る
と
最
大
30
万
円
。

申
請
見
込
み
件
数
分
の
増
額
補

正
で
す
。

3,448万円△1,672万円60万円

議
案
第
80
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
用
地

と
し
て
左
記
の
地
図
太
枠
内

の
土
地
（
28
筆 

面
積
２
９
，

８
９
６
．
９
８
㎡
）
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
74
号

東
御
市 

交
通
安
全
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

区
・
自
治
会
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
交
通
指
導
員
と
交

通
補
導
員
と
の
統
合
に
伴
い
、

所
用
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
交

条
例
等 一

般
会
計
補
正
予
算

令和
７年度

令和
７年度

乳
幼
児
フ
ォ
ロ
ー
事
業

　

医
師
か
ら
入
院
が
必
要
と
言

わ
れ
た
未
熟
児
の
養
育
医
療
扶

助
費
で
す
。

障
害
（
児
）
者
手
当
費

　

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
重
度
障
が
い
（
児
）
者
へ

の
手
当
で
す
。
令
和
６
年
度
の

支
給
者
は
30
名
で
し
た
が
、
令

和
７
年
度
の
新
規
認
定
者
が
６

名
あ
っ
た
た
め
の
補
正
で
す
。

生
活
保
護
費

　

医
療
扶
助
費
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
と
、
施
設
入
居
者
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正

が
２
，
６
０
４
万
円
。
事
務
精

算
に
よ
り
返
還
さ
れ
た
負
担
金

が
３
，
５
９
３
万
円
で
す
。 76万円86万円6,197万円

市
有
バ
ス
運
行
管
理

　
　
　
　
　
　
諸
経
費

　

庁
用
バ
ス
の
事
務
移
管
に
伴

い
、
車
庫
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
北
御
牧
車
庫
へ
移
動
し
ま
す
。

移
動
す
る
に
あ
た
り
、
車
庫
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
不
具
合
が
み
ら

れ
た
た
め
、
修
繕
等
の
費
用
で

す
。

議
案
第
85
号

と
う
み
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
委
託
料

　

市
民
１
人
当
た
り
５
，０
０
０

円
分
の
と
う
み
生
活
応
援
ク
ー

ポ
ン
券
配
付
に
要
す
る
費
用
の

補
正
で
す
。

196万円1億7,820万円

議
案
第
69
号

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
給
付
費

　

訪
問
で
の
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
給
付
費
の
補
正
で
す
。
要

介
護
者
が
約
17
％
増
加
し
て
い

ま
す
。

地
域
密
着
型

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　

認
知
症
高
齢
者
や
中
重
度
の

要
介
護
高
齢
者
等
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
対
応
型
施
設
の
受
け

入
れ
定
員
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
補
正
で
す
。

2,017万円2,888万円

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
の
住

宅
改
修
で
す
。
１
人
当
た
り
上

限
20
万
円
で
、
改
修
内
容
は
、

手
す
り
な
ど
軽
微
な
も
の
が
主

で
す
。

148万円

介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

訂正とお詫び
議会だより 87 号（2025 年 11 月 1 日発行）に掲載した内容に誤りがありました。
次のように訂正してお詫び申し上げます。
・14 ページ　一般質問　市毛真弓議員　２段目の都市整備部長の答弁　（誤）断続的　（正）継続的

社
会
文
教
委
員
会
現
地
調
査
報
告

　

北
御
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南

東
側
お
よ
び
北
西
側
に
建
設

中
で
あ
る
太
陽
光
発
電
施
設

（
発
電
量
約
84
万
kwh
）
は
、
工

事
の
遅
延
が
発
生
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
に
繰
り
越
し
と

な
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
た

め
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
南
東
側
の
設
置

工
事
部
分
の
敷
地
内
に
入
り
、

９
０
０
枚
の
パ
ネ
ル
と
変
電

送
電
設
備
を
確
認
。
発
電
し

た
電
力
を
送
る
送
電
会
社
と

の
調
整
に
よ
り
、
約
２
０
０

ｍ
離
れ
た
２
カ
所
で
発
電
し

た
電
力
を
、
ひ
と
つ
に
ま
と

め
た
後
、
送
電
す
る
設
計
変

更
が
生
じ
た
た
め
、
工
事
に

時
間
を
要
し
た
と
、
担
当
者

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル

は
、
可
能
な
限
り
近
い
位
置

で
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
お

り
、
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
や
盗

難
に
配
慮
さ
れ
た
設
置
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
側
に
位
置
す
る
、

北
御
牧
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
北
御

牧
中
学
校
に
は
、
普
段
学
校

生
活
で
活
用
す
る
場
所
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
パ
ネ
ル
に

よ
る
太
陽
光
の
反
射
な
ど
の

影
響
も
少
な
い
設
置
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
株
式
会
社

エ
コ
パ
ワ
ー
と
う
み
が
、
市

か
ら
公
有
地
を
借
り
受
け
、

自
社
の
費
用
負
担
に
よ
り
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

そ
こ
で
発
電
し
た
電
力
を
中

部
電
力
の
電
線
を
通
し
て
市

内
の
公
共
施
設
に
有
償
で
供

給
す
る
事
業
（
＝
オ
フ
サ
イ

ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の

域
外
流
出
防
止
に
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
う
み
の

実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
推
進
し
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

議
案
第
81
号

上
田
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

上
田
地
域
広
域
連
合
が
計
画

す
る
統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
資
源
循
環
型
施
設
）
の
建
設

に
向
け
て
、
建
設
費
等
に
係
る

関
係
市
町
村
負
担
金
の
負
担
割

合
を
新
た
に
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
広
域
連
合
規
約
の
変
更

を
求
め
る
も
の
で
す
。

請
願
第
５
号

東
御
市
公
共
温
泉
施
設
に
お
け

る
障
害
者
割
引
の
改
善
を
求
め

る
請
願
書

　

市
内
公
共
温
泉
施
設
（
湯
楽

里
館
・
ゆ
ぅ
ふ
る
田
中
・
御
牧

乃
湯
・
明
神
館
）
で
の
障
が
い

者
の
利
用
料
金
の
割
引
率
の
改

善
を
求
め
る
も
の
で
す
。

請
願

陳
情
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窪
田
俊
介
議
員

本
議
案
は
、
宿
泊
交
流
拠
点

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
９

月
定
例
会
で
通
過
し
た
補
正
予

算
、（
用
地
取
得
８
０
０
０
万

円
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

の
。
総
事
業
費
26
億
円
超
の
事

業
が
、
施
設
の
全
体
像
、
施
設

の
経
営
見
通
し
な
ど
、
肝
心
な

説
明
・
資
料
が
な
い
ま
ま
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
こ
の
12
月
定
例
会
に
お
い
て

も
変
わ
ら
ず
、
な
し
崩
し
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。
全
体
像
を
示
し
、
市
民

の
判
断
を
あ
お
ぎ
、
一
般
財
源

を
投
入
す
る
公
共
性
を
し
っ
か

り
判
断
す
べ
き
だ
。

　
　
議
案
第
80
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

反
対
討
論

令和７年12月 定例会の提出案件の審議結果
議案番号 案　　件 採決

結果
予算決算特別委員会

審査結果
　令和７年度東御市補正予算（関連記事Ｐ４）

議案第64号令和７年度東御市一般会計補正予算（第４号） ◎ ―一般職および特別職員給与費など 1億 51万円の増額補正

議案第65号令和７年度東御市一般会計補正予算（第５号） ◎ ◎障害者自立支援介護給付費、私立保育園運営委託事業費などによる 3億 6,895 万円の増額補正

議案第66号令和７年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎ ―会計年度任用職員の人件費 51万円の増額補正

議案第67号令和７年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ◎ ◎保険給付費等交付金過年度精算金など 640万円減額補正

議案第68号令和７年度東御市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎ ―包括支援事業増による人件費等 2,978 万円の増額補正

議案第69号令和７年度東御市介護保険特別会計補正予算（第３号） ◎ ◎地域密着型介護サービス給付費、居宅介護サービス給付費など 6,967 万円の増額補正

議案第70号令和７年度東御市病院事業会計補正予算（第１号） ◎ ―人件費 7,000 万円の増額補正

議案第85号令和７年度東御市一般会計補正予算（第６号） ◎ ―物価高対応子育て支援事業等 2億 8,900 万円の増額補正
議案番号 案　　件 採決

結果
常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

　条例の一部改正等

議案第71号東御市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 ◎ ― ◎子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、条例で定めるべき特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を新たに定める

議案第72号児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ◎ ― ◎児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係する条例の整理を行う

議案第73号東御市印鑑条例の一部を改正する条例 ◎ ― ◎電気通信事業法の一部改正等に伴う所要の改正

議案第74号東御市交通安全条例の一部を改正する条例 ◎ ― ◎交通指導員と交通補導員との統合に伴う所要の改正

議案第75号
東御市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

◎ ◎ ―特別職の常勤の職員及び議員の期末手当並びに一般職の職員の給料表及び期末勤勉手当の支給率を改正す
るほか、所要の改正を行う

議案第76号東御市商工業振興条例の一部を改正する条例 ◎ ◎ ―株式会社八十二銀行と株式会社長野銀行との合併等に伴う所要の改正

議案第77号
東御市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

◎ ― ◎特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の
一部改正に伴う所要の改正

議案第78号東御市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ◎ ― ◎家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴う所要の改正

議案第79号東御市地域産物販売促進施設条例の一部を改正する条例 ◎ ◎ ―東御市地域産物販売促進施設の利活用の促進を図るため、所要の改正を行う

議案第80号財産の取得について ○ ○ ―宿泊交流拠点施設用地の取得について、議会の議決を求めるもの

議案第81号
上田地域広域連合規約の変更について

◎ ― ◎統合クリーンセンター（資源循環型施設）の建設費等に係る関係市町村負担金の負担割合を新たに定める
ことについて、議会の議決を求めるもの

議案第82号市道路線の認定について ◎ ◎ ―３路線の起点・終点を変更して再認定するもの

議案第83号市道路線の廃止について ◎ ◎ ―機能が喪失した８路線を廃止するもの

議案第84号農業委員会委員の任命について ◎ ― ―任期満了により、新たに選出された委員を任命するにあたり議会の同意を求める
　請願・陳情
請願第５号 東御市公共温泉施設における障害者割引率の改善を求める請願書 採択 採択 ―
陳情第４号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の引き上げを求める陳情書 採択 ― 採択
　議員提出議案
議案第７号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める意見書の提出について ◎

採決結果：◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

常任委員会審査結果の「－」印は、常任委員会に付託されなかった案件です。

令和７年12月定例会の議決結果 下記以外の議案等は全会一致でした

議
案
番
号

 　　　　　　 　会派名・議員名

 　案　件

東翔の会 さわやかな風の会 しんせいの会 公明党 日本
共産党

田
中
　
信
寿

瀬
田
　
智
之

大
塚
　
博
文

大
谷
　
真
宙

小
林
　
祐
一

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

滝
澤
　
栄
一

佐
藤
　
裕
太

花
岡
　
豊
一

村
山
　
弘
子

斉
藤
　
　
哲

田
中
　
博
文

髙
木
真
由
美

西
山
　
福
恵

窪
田
　
俊
介

市
毛
　
真
弓

議案第80号財産の取得について ○ ● ○ ● ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
本会議での各議員の賛否（賛成・採択「○」、反対・不採択「●」、退席「退」、議長「／」、欠席「欠」）

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　 

行
政
視
察
報
告

　

聖
籠
町
の
議
会
広
報
紙
、

議
会
だ
よ
り
は
住
民
の
閲
読

率
が
高
く
、
議
会
と
住
民
を

つ
な
ぐ
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、
全
国
的

に
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
紙
面
構
成
、
編
集

方
針
等
を
研
修
し
、
よ
り
良

い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
を
目

指
し
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
聖
籠
町
議
会
だ
よ
り
』

は
昭
和
63
年
2
月
に
創
刊
さ

れ
、
全
町
民
に
議
会
の
活
動

状
況
や
行
政
の
動
き
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
発

行
の
ね
ら
い
と
の
説
明
を
う

け
、
数
冊
の
議
会
だ
よ
り
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
表
紙
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に

目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。「
大

き
く
育
て
夏
野
菜
！
」
と
題

し
た
表
紙
は
、
担
当
し
た
委

員
が
ど
う
し
て
も
撮
り
た

か
っ
た
写
真
だ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
大
変

な
散
水
作
業
な
の
に
楽
し
そ

う
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
一

枚
で
す
。

　

妥
協
せ
ず
手
間
を
惜
し
ま

ず
出
か
け
て
撮
っ
た
、
町
民

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
や

鮮
や
か
な
季
節
の
風
景
は
、

プ
ロ
顔
負
け
の
出
来
ば
え
で

す
。
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
表
紙
づ
く
り
に
尽
力

し
て
い
る
こ
と
が
、
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
紙
面
全
体
も

余
白
を
十
分
に
確
保
し
、
書

体
の
パ
タ
ー
ン
（
種
類
）
や

大
き
さ
に
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。
色
覚
の
多
様
性
に
対
応

す
る
た
め
に
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
3
つ

の
柱
「
見
分
け
や
す
い
配
色
」

「
色
以
外
の
情
報
（
形
・
マ
ー

ク・パ
タ
ー
ン
）の
併
用
」「
色

名
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
配
慮
し
、
高
齢

者
か
ら
若
者
ま
で
読
む
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
編
集
方

針
は
、
読
ん
で
も
ら
え
る
広

報
紙
を
目
指
し
「
文
章
は
短

く
」「
見
出
し
は
読
み
や
す

く
」「
写
真
は
大
き
く
、
人

が
写
っ
て
い
る
も
の
」「
余

白
は
う
ま
く
利
用
」
の
４
点

に
留
意
し
て
い
ま
す
。
住
民

参
加
企
画
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
に
も
学
ぶ
点
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
の
知
見
を

活
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

賛
成
討
論　

斉
藤
哲
議
員

　

本
議
案
は
、
９
月
定
例
会
に

お
い
て
「
宿
泊
交
流
拠
点
施
設

整
備
事
業
」
に
係
る
補
正
予
算

の
議
決
を
受
け
、
そ
の
事
業
を

具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
必
要

と
な
る
事
業
用
地
を
取
得
す
る

も
の
で
あ
り
、
新
た
な
構
想
を

持
ち
込
む
も
の
で
は
な
い
。
す

で
に
議
会
と
し
て
意
思
決
定
し

た
事
業
方
針
を
、
着
実
に
実
行

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

本
議
案
へ
の
賛
成
は
、
事
業

を
無
条
件
に
進
め
る
こ
と
を
認

め
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
が

決
定
し
た
事
業
の
方
向
性
を
尊

重
し
つ
つ
、
今
後
も
議
会
と

し
て
厳
格
に
内
容
と
進
捗
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
、
そ
の
責

任
を
果
た
す
立
場
に
立
っ
た
判

断
で
あ
り
、
本
市
の
将
来
を
見

据
え
、
前
回
補
正
予
算
議
決
と

の
整
合
性
を
保
っ
た
適
正
な
財

産
取
得
と
し
て
、
本
議
案
を
評

価
し
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　

瀬
田
智
之
議
員

　

今
年
度
行
わ
れ
た
市
内
の
公

共
温
泉
施
設
の
料
金
改
定
に
お

い
て
、
障
害
者
割
引
に
つ
い
て

は
据
え
置
き
の
ま
ま
で
あ
り
、

今
後
、
近
隣
自
治
体
と
の
割
引

率
の
均
衡
を
ふ
ま
え
、
本
市
に

お
い
て
も
さ
ら
に
障
害
者
の
方

の
利
用
に
対
す
る
減
免
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

障
害
者
割
引
率
の
改
善
は
決

し
て
特
別
扱
い
で
は
な
く
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
等
し
く
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
合
理
的
配
慮
で
あ
り
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
で

あ
る
。

　

こ
の
請
願
を
き
っ
か
け
に
、

こ
れ
か
ら
の
東
御
市
の
福
祉
施

策
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
期
待

す
る
。

　
請
願
第
５
号

　
東
御
市
公
共
温
泉
施
設
に

　
お
け
る
障
害
者
割
引
率
の

　
改
善
を
求
め
る
請
願
書
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新潟県聖籠町議会

激論  屋内遊び場設計業務委託料
　　　聖籠町モルック体験練習会の声
一般質問 町政を問う

（P.２）

（P.５）

（Ｐ.６）
無料アプリで議会だよりが手軽
に閲覧できるようになりました。

ios

Andoroid

大きく育て 夏野菜！
（猛暑にめげず散水作業）

目を惹く表紙



年齢層内容は？ 参加
理由

9 82026年２月１日　東御市議会だより88号 令和８年２月１日　東御市議会だより88号

●介護者給付金制度、宿泊交流拠点施設整備事業は市民目線の施策と
は言い難い。議員の皆さんには市民目線で東御市の市政はどうなっ
ているのかと考えていただきたい。
●子ども基本計画を作成したが、中身は子育て支援計画となっている。
議会から政策提言として子ども基本権利条例をつくっていただきたい。
●地区での集まりが悪い。要因として市が公民館を利用する場合は制
限をかけてしまった。予約をネットで使うのはお年寄りにはハード
ルが高い。議会として変えていただきたい。
●宿泊交流施設は金の話を先にしていて、目的がわからない。温泉の
宿泊施設が良い。資料の付帯意見にある「各種事務事業の費用対効
果を精査し、事業の継続性も含め検証され、厳しい財政運営の中、
効果的な事務事業に取り組まれたい」これをやってほしい。
●議会として各種課題に対して研究を行い、市へ提言をしていくよう
な活動を進めていただくことはどうでしょうか。
●ふだんわからなかったことがわかり感心しました。
●広報誌の今後の課題でＳＮＳの活用を重点において検討して頂きたい。
●議会の傍聴でもしない限り、議員の生の声を聞く機会は少ないので
報告会は良かった。
●全体的に細かすぎる。詳細な説明をされてもわからない。せっかく
資料が大きく分かりやすい字で書かれているので、そこに少しの肉
付けの説明にしてもらえればいいと思う。
●多様な考えの議員が重要であるのであれば、「議員になりたい」「立
候補しやすい環境をつくる」などが議題になると思う。
●議会、行政、市民が共に連携をし、より良い市政、より良い市民生
活・社会の構築がさらに進むとよいと思います。
●今後とも地域発展向上のため、ご尽力頂くこととなると思いますが、
地元の意見・要望等をふまえ程良く、さらにより良い田舎（地域）
づくりを推進願いたいと思います。
●各委員会の役割等、取り組んでいる内容は分かる説明でした。
●財政チェックを費用対効果を含めしっかりやっていただきたい。
●案内通知（役員への）を頂かなければこうした会が行われているとい
うことを知らずにいたので、参加して各委員会がどういう取り組みを
しているかを知ることができました。現段階で進められている事業と
費用の詳細を市民としても認知することができてよかったです。

●資料作成に努力されたことが感じられました。
●資料や説明会動画などをHPに掲載してはいかがか？

令和
７年度

議
会
報
告
会

　

令
和
７
年
度
・
議
会
報
告

会
を
11
月
８
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

43
人
の
方
の
ご
参
加
が

あ
り
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見

は
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

質疑やアンケートからのご意見・ご感想（抜粋）

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。

市 問 う政 を
◀一般質問

東御市議会

一 般 質 問

議員
13名

大塚　博文 ●財政の健全性について

村山　弘子 ●市民病院の新たな取組について
●市内の放課後等デイサービスについて
●宿泊交流拠点施設について

田中　信寿 ●リチウムイオン電池による発火事故(火災)について
●林野（野火）火災について

田中　博文 ●ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸の利用について
●在宅医療介護情報共有システムの導入について
●森林環境税及び森林環境譲与税と長野県森
　林づくり県民税について

大谷　真宙 ●しなの鉄道との連携について
●地域づくり懇談会について

瀬田　智之 ●財政状況と財政健全化の取組について  
●職員の働き方について

小林　祐一 ●宿泊交流拠点施設整備事業について
●防火水槽について

滝澤　栄一 ●農業振興について
●図書館の運営状況について

西山　福恵 ●市民の健康を推進する取組について

斉藤　　哲 ●有害鳥獣被害対策について
●こども誰でも通園制度について

髙木真由美 ●安心・安全な子育て、子育ち環境の充実について
●人生100年時代の健康寿命の延伸に向けた
　取組について
●認知症対策のさらなる推進について

窪田　俊介 ●宿泊交流拠点施設整備事業について

市毛　真弓 ●市民・事業者への物価高騰対策と生活相談
　・支援について
●祢津湯の丸バイパスについて

50歳代
５％

30歳代
３％

40歳代
0％

20歳代
３％その他

５％

60歳代
30％

70歳代
59％役職だから

53％
まあまあわかった

50％

内容に
興味が

あるから
42％

よくわかった
28％

よくわからなかった
5％

わからなかった
3％

無回答
14％

問	

財
政
の
健
全
性
維
持
が
厳

し
い
状
況
の
よ
う
で
あ
る
が
、

現
在
の
財
政
状
況
と
運
営
上
の

課
題
は
何
か
、
将
来
の
財
政
状

況
を
ど
う
予
測
す
る
か
。

総
務
部
長　

数
値
的
に
は
国
の

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
健
全
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
合
併
優
遇
措
置
が
終
了
し

て
い
る
こ
と
、
人
件
費
の
増
加

お
よ
び
物
価
高
騰
等
に
よ
り
財

政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
今
後
も
人
件
費
や
社
会
保

障
費
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
ほ

か
、
普
通
建
設
事
業
費
で
も
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
と
予
測
す
る
。

問	

令
和
２
年
頃
は
現
在
よ
り

も
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
た

と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
対
処

し
た
か
。

総
務
部
長　

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
対

策
で
、
多
額
の

交
付
金
が
あ
っ

た
こ
と
、
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
な

ど
に
よ
り
不
用

額
が
発
生
し
た

こ
と
な
ど
か
ら

財
政
状
況
が
改

善
さ
れ
た
。
し

か
し
根
本
的
に

財政の健全化判断比率

　
財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

大
お お

塚
つ か

 博
ひ ろ

文
ふ み

議員

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

令
和
8
年
度
～
12
年
度
ま
で
を

財
政
健
全
化
の
推
進
期
間
と
設

定
し
歳
出
予
算
の
削
減
お
よ
び

自
主
財
源
の
確
保
を
は
か
る
べ

く「
事
務
事
業
の
見
直
し
」、「
公

共
施
設
の
整
理
・
統
合
」、「
人

員
体
制
の
見
直
し
」、「
受
益
者

負
担
金
等
の
見
直
し
」
等
に
全

庁
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問	

財
政
健
全
化
に
対
す
る
市

長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
財
政

規
律
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
時
代
の
変
化
の
中

で
適
正
な
利
用
者
負
担
や
施
設

の
統
合
に
つ
い
て
も
議
論
し
て

い
き
た
い
。
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
そ
の
状
況
を
克

服
す
る
た
め
に
も
新
た
な
投
資

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
財

政
の
健
全
化
と
新
た
な
挑
戦
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

　

報
告
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

用
い
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い

簡
潔
な
表
現
と
な
る
よ
う
実
行

委
員
会
で
何
度
も
修
正
を
加
え
、

本
番
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
特
に
、

文
字
を
少
な
く
し
、
写
真
を
多

く
使
用
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。

発
表
内
容

【
議
会
運
営
委
員
会
】

市
議
会
の
役
割
、
一
般
質
問
の

テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
説
明

【
総
務
産
業
常
任
委
員
会
】

【
社
会
文
教
常
任
委
員
会
】

付
託
議
案
審
査
の
流
れ
を
説
明

令
和
６
年
度
の
決
算
審
査
、
令

和
７
年
度
の
補
正
予
算
審
査
結

果
、
行
政
視
察
結
果
を
報
告

【
予
算
決
算
特
別
委
員
会
】

予
算
決
算
に
関
す
る
意
見
集
約

委
員
会
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

令
和
６
年
度
決
算
審
査
結
果
、

付
帯
意
見
に
つ
い
て
報
告

【
広
報
調
査
特
別
委
員
会
】

「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
つ

い
て
、
小
学
生
の
議
場
見
学
の

様
子
、
行
政
視
察
結
果
を
報
告

【
議
会
活
性
化
委
員
会
】

議
長
の
諮
問
事
項
の
審
議
機
関

で
あ
る
こ
と
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
状

況
、
議
会
基
本
条
例
の
説
明

◆
◆
◆
◆
◆

　

い
た
だ
い
た
質
問
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

議会報告会の概要

●個人的な感想ですが、本報告会前の事前勉強が必要かなと思いまし
た。そうすればもっと理解が深められたと感じます。よって、市HP
で事前勉強資料の開示を検討していただきたい。
●具体的な資料の提示での発表でわかりやすく聞くことができました。
この様な機会は必要と思います。今後もぜひ開催して頂ければと思
います。
●イベントが多いため駐車ができない。調整してほしい。
●説明の際、早口すぎて聞き取りにくく残念でした。
●議会だよりをよりわかりやすくしてほしい。
●議会の機能～”費用対効果”をうたっていますが、その前にそもそも
その議案（市の提言）はなぜでてきたのか「必要性」を問い議論し
てください。具体的には「宿泊施設」のことです。もっと市民が切
実に要望していることがたくさんあると思います。
●一般質問の傍聴で感じている事
　①入口に見取り図をおいてほしい（職員の名前・議員の名前）
　②質問時間 60分→ 45 分で休憩 15分を入れて 1人 1時間で進めれ
ば傍聴しやすい。
　③ケーブルテレビなどで聞いている市民は何人？調べてください。
→啓発して！



一 般 質 問一 般 質 問

11 102026年２月１日　東御市議会だより88号 令和８年２月１日　東御市議会だより88号

11
月
ま
で
は
６
８
１
人
の
う
ち

40
人
で
あ
っ
た
。
屋
内
プ
ー
ル

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、

令
和
５
年
度
は
２
，
２
３
２
人

の
う
ち
５
１
１
人
、
令
和
６
年

度
は
１
，
８
０
５
人
の
う
ち

３
８
１
人
、
令
和
７
年
度
11
月

ま
で
１
，
４
４
１
人
の
う
ち

２
７
５
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

問　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
や
知

見
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民

還
元
に
つ
な
げ
て
い
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

こ
れ

ま
で
東
御
市
が
「
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え

る
ま
ち
」
と
し
て
国
内

外
に
認
知
度
も
高
ま
る

中
、
醸
成
さ
れ
た
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
あ

る
。
市
内
小
中
学
生
に

向
け
て
は
、
社
会
科
見

学
や
総
合
学
習
に
お
い

て
当
該
施
設
の
意
義
な

ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

ア
ス
リ
ー
ト
食
を
学
校

村
む ら

山
や ま

 弘
ひ ろ

子
こ

議員

　
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い
て

問	

事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
か
。
市
民
へ
の
説
明
や
住

民
参
加
の
取
組
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

用
地
は
本
契

約
か
ら
所
有
権
移
転
、
既
存
工

作
物
等
の
解
体
・
撤
去
工
事
を

経
て
、
来
年
度
に
予
定
す
る
造

成
、
建
設
工
事
等
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活

環
境
創
生
交
付
金
の
交
付
申
請

を
行
う
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
事

業
者
を
公
募
し
、
年
度
内
に
選

定
す
る
予
定
。
地
元
の
方
参
加

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上

げ
る
。
情
報
発
信
や
意
見
と
要

望
を
う
か
が
う
場
を
設
け
て
い

く
。

問　
市
の
厳
し
い
財
政

の
中
、
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
。

市
長　

地
方
創
生
の
予
算

を
使
う
。
約
10
億
円
の
交

付
税
と
残
り
の
９
割
を
起

債
で
賄
う
と
い
う
こ
と
を

ベ
ー
ス
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
募
集
し
て
い
る
。
返
済

は
、
交
付
金
と
企
業
の
支

出
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る

こ
と
が
必
要
。
東
御
に
来

る
理
由
を
一
つ
で
も
二
つ

で
も
増
や
し
て
観
光
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

小
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
つ
い
て

問	

課
題
を
ふ
ま
え
た
今
後
の

取
組
は
何
か
。

病
院
事
務
長　

利
用
し
や
す
い

よ
う
実
施
場
所
の
変
更
と
発
達

外
来
の
受
診
待
ち
の
解
消
に
向

け
受
診
体
制
や
初
診
の
患
者
枠

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
る
。

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
現
状
に
つ
い
て

問	
利
用
人
数
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
は
小
学

校
低
学
年
21
人
、
高
学
年
23
人
、

中
学
生
22
人
、
高
校
生
12
人
。

問	

利
用
の
課
題
に
対
し
て
の

取
組
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

長
期
休
暇
中

等
児
童
ク
ラ
ブ
や
ゆ
め
ぽ
け
っ

と
と
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

宿泊交流拠点施設整備事業　令和７年度今後のスケジュール

12月 Ｒ８年１月 Ｒ８年２月 Ｒ８年３月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

　既存建物解体撤去工事

　土地（地質）調査

　ＤＢＯ事業者選定

項目

  議　会

  市民説明

　事業用地取得

全協説明・財産取得議案 全協説明

所有権移転等登記等手続き

解体撤去工事

公募、事業者提案、事業者評価・選定、仮契約締結

地質(ボーリング)調査

財産取得（仮契約締結）

新張区説明会 必要に応じて実施

田
た

中
な か

 信
の ぶ

寿
ひ さ

議員

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る

　
発
火
事
故
（
火
災
）
に
つ
い
て

Ｇ
Ｍ
Ｏ
ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク

　
　
湯
の
丸
の
利
用
に
つ
い
て

問　
市
に
お
け
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
発
火
事
故

（
火
災
）
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

令
和
４
年
か

ら
令
和
６
年
ま
で
の
過
去
３
年

間
で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

が
原
因
に
よ
る
火
災
は
な
い
。

問　
発
火
事
故
（
火
災
）
防

止
の
対
策
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

国
で
は
９
月

か
ら
12
月
を
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
に
よ
る
火
災
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
と
し
、
啓
発
活
動

を
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
り
周
知
を
し
て

い
る
。

問　
使
用
済
み
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
回
収
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
の
生
活

環
境
課
窓
口
で
、
専
用

の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
、
回
収
し

て
い
る
。
発
火
事
故
防

止
の
た
め
、
分
別
回
収

の
周
知
と
適
正
な
処
理

を
啓
発
し
て
い
く
。

林
野
（
野
火
）
火
災

に
つ
い
て

問　
市
に
お
け
る
林
野

（
野
火
）
火
災
の
状
況

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

令
和
４
年
か
ら
令

和
７
年
11
月
末
ま
で
の
間
、
市

内
で
林
野
火
災
の
発
生
は
な
い
。

野
火
火
災
は
、
令
和
４
年
が
11

件
、
令
和
５
年
が
13
件
、
令
和

６
年
が
３
件
、
令
和
７
年
は
11

月
末
現
在
で
４
件
発
生
し
て
い

る
。

問　
林
野
火
災
予
防
対
策
と

し
て
広
報
や
消
火
技
術
訓
練
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
実

際
の
林
野
火
災
を
模
し
た
訓
練

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

実
際
の
林
野
火
災

を
模
し
た
訓
練
は
、
令
和
３
年

に
西
入
区
の
和
池
周
辺
で
消
防

署
と
消
防
団
合
同
に
よ
り
実
施

し
た
。
ま
た
令
和
８
年
１
月
に
、

焚
火
が
林
野
や
文
化
財
に
燃
え

広
が
っ
た
想
定
で
の
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
も
訓
練
を

積
み
重
ね
て
い
く
。

田
た

中
な か

 博
ひ ろ

文
ふ み

議員

問　
過
去
数
年
間
の
市
民
に

よ
る
施
設
の
年
間
利
用
人
数

（
延
べ
人
数
）
と
利
用
回
数
の

推
移
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

一
般
の
日
帰

り
利
用
の
延
べ
人
数
は
、
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
は
、
令
和
５
年
度
１
，

３
２
４
人
の
う
ち
市
民
利
用
が

34
人
、
令
和
６
年
度
は
９
４
５

人
の
う
ち
57
人
、
令
和
７
年
度

給
食
の
献
立
に
取
り
入
れ
食
育

活
動
の
一
助
と
し
て
活
用
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
公
開
練
習
の

開
催
な
ど
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
国
内
唯
一
無
二
の
学
習
環

境
や
体
験
機
会
に
寄
与
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ

ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク
湯
の
丸
」

の
取
組
が
近
隣
民
間
施
設
へ
の

合
宿
の
拡
大
、
ア
ス
リ
ー
ト
食

堂
に
お
け
る
地
域
食
材
の
活
用

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て

市
民
還
元
に
つ
な
が
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

医
科
学
的
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
市

民
の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
組

に
つ
な
げ
て
い
く
。

※
他
、
在
宅
医
療
介
護
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
と
長
野
県
森
林
づ
く

り
県
民
税
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

GMOアスリーツパーク湯の丸 全景

問　
企
業
活
動
が
活
発
化
し

て
い
る
し
な
の
鉄
道
と
の
連
携

は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　
「
東
御
市
観

光
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
主
要

構
成
員
と
し
て
の
参
画
、「
し

な
の
鉄
道
沿
線
観
光
協
議
会
」

で
の
広
域
的
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
首
都
圏
等
で
の
観

光
情
報
発
信
の
ほ
か
、
令
和
８

年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

す
る
軽
井
沢
駅
直
結
の
複
合
施

設
「
軽
井
沢　

Ｔ

－

Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
（
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
）」
と
連

携
し
た
常
設
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
創
出
す
る
取
組

で
連
携
し
て
い
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
行
す

る
乗
車
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ス
イ

カ
（Suica

）」
が
し
な
の
鉄
道

に
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
田

中
・
滋
野
の

両
駅
で
の
変

化
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部

長　

券
売
機

が
更
新
さ
れ

る
。
ま
た
、

滋
野
駅
の
管

理
業
務
は
し

げ
の
マ
ツ
バ

タ
ク
シ
ー
に

委
託
し
て
い

る
が
、
田
中

駅
も
東
御
市

観
光
協
会
に
委
託
さ
れ
無
人
駅

と
な
る
。

問　
田
中
駅
に
は
ラ
ッ
シ
ュ

が
あ
る
。
券
売
機
の
更
新
と
無

人
駅
化
で
混
乱
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
が
対
策
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

Suica

導
入

後
、
３
月
末
ま
で
は
現
行
の
体

制
を
維
持
す
る
。
４
月
と
５
月

の
２
カ
月
間
は
、
利
用
者
の
混

み
合
う
平
日
の
朝
の
時
間
帯
に
、

し
な
の
鉄
道
の
職
員
を
週
３
日
、

信
州
と
う
み
観
光
協
会
が
委
託

す
る
駅
員
を
週
２
日
配
置
す
る
。

平
日
の
夕
方
は
、
信
州
と
う
み

観
光
協
会
が
委
託
す
る
駅
員
を

配
置
す
る
方
向
で
調
整
を
し
て

い
る
。

問　
空
室
と
な
る
駅
事
務
室

活
用
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

観
光
協
会
の

事
務
所
の
一
部
と
し
て
活
用
す

る
予
定
。
令
和
８
年
３
月
頃
に

必
要
な
改
修
工
事
を
行
う
方
向

で
、
し
な
の
鉄
道
と
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　
し
な
の
鉄
道
と
の
連
携
に
つ
い
て

大
お お

谷
た に

 真
ま

宙
ちゅう

議員

滋野駅・田中駅に設置準備中のSuica改札機

リチウムイオン電池内蔵のモバイルバッテリー
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問　
市
民
の
健
康
を
推
進
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
設
置
の

目
的
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
地
域
全
体
に
そ
の

輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
基
盤

づ
く
り
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

役
割
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　

東
御
市
健
康

づ
く
り
宣
言
「
自
ら
の
健
康
は

自
ら
つ
く
る
」
に
の
っ
と
り
地

域
の
健
康
課
題
を
行
政
と
共
有

し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
健
康

づ
く
り
推
進
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
パ
イ
プ
役
が
大
き
な
役

割
で
あ
る
。

問　
健
康

づ
く
り
推

進
員
が
活

動
す
る
中

で
の
課
題

は
あ
る
か
。

健
康
福
祉

部
長　

任

期
は
２
年

で
あ
る
が
、

区
の
実
情

に
よ
り
１

年
間
の
区

「健康づくり講演会」の様子

が
あ
る
、
活
動
の
計
画
・
実
施

に
時
間
的
余
裕
が
な
い
点
、
課

題
解
決
の
十
分
な
機
会
が
確
保

で
き
な
い
点
が
課
題
と
考
え
る
。

問　
課
題
解
決
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

地
区
ご
と
に

保
健
師
が
お
り
、
区
の
実
情
に

合
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

問　
推
進
員
は
地
域
住
民
の

健
康
推
進
の
役
割
が
あ
る
。
身

体
教
育
医
学
研
究
所
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
自
ら
が
任
期
中
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ

れ
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

地
域
へ
の
貢

献
度
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
へ
効
果
的
な
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
身
体
教
育
医

学
研
究
所
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
取
組
に
つ
い
て
連
携
し
検
討

し
て
い
く
。

　
市
民
の
健
康
を
推
進
す
る
取
組
に
つ
い
て

西
に し

山
や ま

 福
ふ く

恵
え

議員

瀬
せ

田
た

 智
と も

之
ゆ き

議員

財
政
状
況
と
財
政
健
全
化
の

　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

問　
財
政
状
況
と
来
年
度
の

予
算
編
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

令
和
６
年
度
一
般

会
計
決
算
に
お
け
る
実
質
収
支

は
、
６
億
９
，
２
５
１
万
円
の

黒
字
と
な
っ
た
が
、
実
質
収
支

か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
控

除
し
、
さ
ら
に
は
財
政
調
整
基

金
の
積
み
立
て
や
取
り
崩
し
と

い
っ
た
黒
字
・
赤
字
要
素
を
加

味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
で
は
、

４
億
２
，
７
８
４
万
円
の
赤
字

と
な
っ
た
。
来
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
歳
出
の
増
加

に
対
し
、
財
源
の
確
保
が
困

難
な
見
通
し
で
あ
る
。

ま
た
、
基
金
残
高
が

減
少
し
て
い
る
状
況

の
中
で
、
令
和
８
年

度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
基
金
か
ら
の
取

り
崩
し
を
最
小
限
に

抑
え
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
予
算
編
成

す
る
よ
う
実
施
す
べ

き
事
務
事
業
を
精
査

し
、
優
先
順
位
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
既

存
事
務
事
業
等
の
見

直
し
に
よ
る
経
費
削

減
や
自
主
財
源
の
確

保
を
は
か
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。

職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

問　
休
日
勤
務
の
軽
減
策
に

つ
い
て
。

総
務
部
長　

職
員
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
配
慮

と
、
休
日
勤
務
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
効
率
的
な
開
催
を
両
立

さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
も
職
員
の
休
日
勤
務
が
一

定
程
度
存
在
す
る
中
で
、
そ
れ

が
要
因
と
な
り
、
心
身
の
健
康

を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
国

の
働
き
方
改
革
の
理
念
を
ふ
ま

え
軽
減
策
を
進
め
て
い
く
。

問　
長
時
間
労
働
の
是
正
に

つ
い
て
。

総
務
部
長　

長
時
間
労
働
は
近

年
全
国
的
な
行
政
の
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
是
正
に
は
労
使

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
職
員

の
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
を

行
い
、
時
差
勤
務
の
導
入
な
ど

の
対
策
に
努
め
て
い
く
。

問　
民
間
業
者
の
応
募
受
付

は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
事
業

者
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
10
月

31
日
に
予
告
を
行
い
、
12
月
５

日
か
ら
正
式
な
募
集
を
開
始
し

て
、
応
募
期
限
は
来
年
１
月
７

日
と
し
て
い
る
。
現
在
は
募
集

開
始
直
後
の
た
め
、
ま
だ
正
式

な
応
募
は
な
い
が
、
予
告
期
間

中
に
は
、
設
計
・
施
工
・
運
営

の
各
分
野
か
ら
、
現
時
点
で
17

業
者
よ
り
本
事
業
に
関
心
の
あ

る
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
運
営
業
者
か
ら
の
収
入

等
の
考
え
は
ど

う
か
。

企
画
振
興
部
長　

本
市
が
運
営
事

業
者
か
ら
得
る

収
入
に
つ
い
て

は
、
契
約
に
基

づ
く
財
産
使
用

料
に
加
え
、
事

業
利
益
の
一
部

を
市
に
還
元
し

て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
利
益

還
元
率
に
つ
い

て
は
、
今
後
の

事
業
者
か
ら
の

提
案
内
容
を
ふ
ま
え
て
設
定
し
、

そ
の
内
容
を
事
業
者
選
定
の
評

価
項
目
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
て
い
く
。

防
火
水
槽
に
つ
い
て

問　
防
火
水
槽
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

東
御
市
消
防
署
職

員
に
よ
る
年
２
回
の
点
検
に
加

え
、
消
防
団
員
に
よ
り
、
春
と

秋
の
火
災
予
防
週
間
中
に
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
内
容

と
し
て
は
、
外
観
目
視
点
検
、

貯
水
量
の
確
認
、
周
辺
環
境
の

整
備
の
他
、
厳
冬
季
の
凍
結
防

止
対
策
な
ど
を
行
い
、
い
ざ
と

言
う
時
の
消
火
活
動
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

問　
防
火
水
槽
の
新
設
、
修

繕
移
設
ま
た
は
撤
去
費
用
の
市

の
負
担
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

原
因
者
負
担
な
ど

の
修
繕
を
除
き
、
防
火
水
槽
の

関
連
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
の

負
担
で
実
施
す
る
。

宿泊交流拠点施設予定地からの眺望

　

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

小
こ

林
ばやし

 祐
ゆ う

一
い ち

議員

滝
た き

沢
ざ わ

 栄
え い

一
い ち

議員

問　
米
価
が
高
騰
し
て
い
る

が
、
水
田
作
付
け
と
転
作
状
況

は
。

産
業
経
済
部
長　

令
和
７
年
産

の
水
田
作
付
け
は
、
主
食
用
米

が
、
17

 

ha
増
加
し
、
７
０
４
ha

と
な
り
、
作
付
け
率
も
92
％
か

ら
95
％
に
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
面
積
は
減
少
し
、
主

食
用
米
の
作
付
け
が
伸
び
た
こ

と
で
、
加
工
米
や
新
市
場
開
拓

用
米
（
輸
出
米
）
と
と
も
に
減

少
し
て
い
る
。

問　
農
業
従
事
者
の
推
移
と
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
の

状
況
は
。　

産
業
経
済
部
長　

農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
、
農
業
従
事

者
数
の
推
移
は
、
10
年
間
で

４
５
４
戸
、
約
17
％
が
減
少
し

て
い
る
。

ま
た
、
計
画
区

域
面
積
に
対
す
る

集
積
率
は
約
64
％

と
な
っ
て
い
る
。

図
書
館
の

運
営
状
況

問　
開
館
か
ら
13

年
経
過
し
、
利
用

状
況
と
蔵
書
数
は

ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

平
成
24
年
の
開
館

当
時
の
来
館
者
数
は
、
年
間
約

12
万
人
だ
が
、
本
離
れ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
、
さ
ら

に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
重
な

り
、
令
和
６
年
度
は
約
７
万
人

で
、
開
館
当
時
と
比
べ
60
％
に

減
少
し
た
。

　

一
方
、
蔵
書
数
は
、
開
館
当

初
の
約
12
万
冊
が
、
約
17
万
冊

ま
で
増
加
し
、
蔵
書
目
標
で
あ

る
18
万
冊
に
向
け
て
、
計
画
的

に
蔵
書
数
の
充
実
を
は
か
っ
て

い
る
。

問　
東
御
市
立
図
書
館
の
特

徴
と
は
何
か
。

企
画
振
興
部
長　
「
児
童
書
」

の
充
実
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
、
現
在
の
蔵
書
数
は
約
７
万

冊
で
、
当
館
蔵
書
の
40
％
ほ
ど

を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
絵

本
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て

「
絵
本
専
門
士
」
の
公
認
資
格

を
持
つ
図
書
館
司
書
が
在
籍
し
、

幼
少
期
か
ら
児
童
書
に
親
し
む

環
境
を
整
え
て
い
る
。

蔵書の充実を図る東御市立図書館

　
農
業
振
興
に
つ
い
て

普通会計　基金残高の推移

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

基基金金残残高高のの推推移移

財政調整基⾦ 減債基⾦ 公共施設等整備基⾦ 合併振興基⾦ その他



一 般 質 問一 般 質 問

公共部門
・事業発注（東御市）
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　・交付金活用
　・土地提供
　・モニタリング
・資金支援（国・市・金融機関）
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・建設（Build)
・運営・維持管理
 （Operation)
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15 142026年２月１日　東御市議会だより88号 令和８年２月１日　東御市議会だより88号

問　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生

活
者
や
事
業
者
へ
の
支
援
事
業
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
令
和
７
年

度
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
３
万
円
給
付
、
18
歳

以
下
の
児
童
１
人
あ
た
り
２
万

問　
第
１
期
の
ハ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て
、
宿
泊
交
流
拠
点
施

設
と
し
て
備
え
る
機
能
は
、
ど

う
い
う
も
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

客
室
棟
、
ロ

ビ
ー
棟
、
温
浴
施
設
を
含
む
宿

泊
機
能
に
加
え
、
古
民
家
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

催
し
物
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

円
の
追
加
給
付
を
実
施
中
。
小

中
学
校
の
給
食
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
、
飼
料
価
格
の
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
畜
産
農
家
へ
の

支
援
、
省
エ
ネ
家
電
等
へ
の
買

い
替
え
促
進
に
よ
る
生
活
者
支

援
な
ど
、
物
価
高
騰
に
直
面
す

る
市
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
を

進
め
て
い
る
。

問　
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い

換
え
事
業
は
令
和
５
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
継

続
の
予
定
は
あ

る
か
。

市
民
生
活
部
長　

国
か
ら
提
示
さ

れ
る
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の

メ
ニ
ュ
ー
や
交

付
限
度
額
を
ふ

ま
え
、
来
年
度

に
お
け
る
事
業

の
継
続
を
検
討

す
る
。

問　
11
月
21
日

に
閣
議
決
定
さ

ど
に
活
用
で
き
る
共
有
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
共
用
ト
イ
レ
、
駐

車
場
、
敷
地
内
通
路
、
植
栽
、

外
灯
な
ど
の
外
構
施
設
も
整
備

対
象
と
し
て
い
る
。

問　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
っ
て
、
受
託
会
社
が
約

26
億
円
の
範
囲
を
超
え
た
も
の
、

自
主
的
・
自
発
的
な
事
業
と
し

て
や
り
た
い
と
し
た
ら
、
市
は

ど
う
す
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

事
業
者
か
ら
、

市
が
示
す
上
限

額
を
超
え
る
提

案
が
な
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
一

律
に
排
除
す
る

も
の
で
は
な
い
。

市
が
求
め
る
機

能
や
目
的
に
即

し
て
、
よ
り
魅

力
あ
る
拠
点
形

成
に
つ
な
が
る

内
容
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場

れ
た
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す

る
総
合
経
済
対
策
を
受
け
た
、

追
加
事
業
の
計
画
は
あ
る
か
。

企
画
振
興
部
長　

国
か
ら
の
正

式
な
通
知
に
速
や
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
関
係
部
署
間
で
情

報
共
有
し
、
追
加
事
業
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
実
情
を
ふ

ま
え
、
必
要
な
対
応
を
適
切
に

講
じ
る
。

問　
生
活
面
で
困
難
を
抱
え

る
い
る
方
へ
、
年
末
・
年
始
期

間
中
の
生
活
福
祉
相
談
等
の
体

制
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
の
確
保
が
重
要
と

考
え
る
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
本
庁
舎
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
正
面
玄
関
へ
緊
急

連
絡
先
を
掲
示
す
る
。
緊
急
連

絡
網
に
よ
る
当
番
職
員
の
配
置

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

宿
直
員
に
よ
る
相
談
の
取
り
次

ぎ
な
ど
の
環
境
を
整
え
、
支
援

体
制
を
確
保
す
る
。

合
に
は
、
市
と
事
前
協
議
の
う

え
で
実
施
可
能
と
す
る
考
え
。

な
お
、
上
限
を
超
え
る
部
分
の

整
備
・
運
営
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
負
担
が
原
則
。

問　
施
設
の
管
理
・
運
営
に

つ
い
て
委
託
料
は
発
生
す
る
の

か
。

企
画
振
興
部
長　

本
事
業
に
お

け
る
施
設
の
管
理
・
運
営
は
、

受
託
し
た
事
業
者
が
自
ら
の
責

任
と
判
断
で
担
う
こ
と
が
原
則

で
あ
り
、
市
か
ら
委
託
料
を
支

出
す
る
想
定
は
し
て
い
な
い
。

施
設
の
大
規
模
修
繕
等
を
含
め
、

事
業
者
の
責
任
の
も
と
で
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
く
計
画
だ
。

問　
売
上
が
目
標
を
下
回
っ
た

場
合
は
市
か
ら
補
填
す
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

売
上
が
目
標

を
下
回
っ
た
場
合
で
も
、
市
が

事
業
者
に
対
し
財
政
的
補
填
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

収
支
見
通
し
も
含
め
た
リ
ス
ク

は
事
業
者
側
で
一
定
程
度
負
担

す
る
こ
と
が
前
提
と
考
え
る
。

子育て応援手当の構図

DBO方式と役割分担（第１期整備・令和７～９年度）

　
市
民
・
事
業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
策
と

　
　
　
　
　
生
活
相
談
・
支
援
に
つ
い
て

　
宿
泊
交
流
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
整
備
事
業
に
つ
い
て

市
い ち

毛
げ

 真
ま

弓
ゆ み

	議員

窪
く ぼ

田
た

 俊
しゅん

介
す け

	議員

問　
市
内
に
あ
る
居
場
所
の

運
営
者
同
士
の
交
流
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
居
場
所
の
周
知
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
年
度
、
運

営
者
同
士
の
交
流
の
場
で
あ

る
「
子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
の
活
動
内

容
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作

成
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、

市
報
と
う
み
等
の
媒
体
を
通
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
の
取
組

を
知
ら
せ
て
い
く
。

問　
主
に
高
校
生
の
居
場
所

と
し
て
の
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

運
営
方
法
等
、

県
市
町
村
等
の

先
行
事
例
を
参

考
に
研
究
し
て

い
く
。

健
康
寿
命
の

　
　

延
伸
に
向
け

た
取
組

問　
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
の

取
組
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

身
体
活
動
の
促

進
と
フ
レ
イ
ル

予
防
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、

健
康
推
進
課
と
福
祉
課
ま
た
他

の
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連

携
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
年
度
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
抑
制

の
た
め
、
健
康
推
進
課
と
福
祉

課
、
身
体
教
育
医
学
研
究
所
が

連
携
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
は
、

そ
こ
で
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、

効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を

ふ
ま
え
、
ず
く
出
し
教
室
等
の

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

認
知
症
対
策
の
推
進

問　
認
知
症
の
早
期
対
応
事

業
と
し
て
市
が
行
っ
て
い
る
こ

と
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　

認
知
症
早

期
発
見
の
た
め
の
脳
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
事
業
、
認
知
症
初
期

支
援
チ
ー
ム
事
業
、
認
知
症
特

化
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
安
心
・
安
全
な
子
育
て
、
子
育
ち
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

髙
た か

木
ぎ

 真
ま

由
ゆ

美
み

議員

問　
有
害
鳥
獣
の
対
応
状
況

は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

11
月
末
時
点

で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
２
５
８
頭
、

イ
ノ
シ
シ
が
48
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
23
頭
、
カ
ラ
ス
５
７
８

羽
を
捕
獲
し
た
。
い
ず
れ
の
鳥

獣
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
作

物
被
害
の
増
加
や
生
活
環
境
の

悪
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
連
携
し

た
捕
獲
対
策
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
電
気
柵
な
ど
の
設
置
に

対
す
る
支
援
を
行
う
な
ど
、
被

害
防
止
対
策
の
推
進
を
は
か
っ

て
い
く
。

問　
有
害
鳥
獣
の
目
撃
情
報

は
届
く
が
、
そ
の
後
の
経
過
に

つ
い
て
の
情
報
は
一
切
届
か
な

い
。
目
撃
情
報
配
信
後
の
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

目
撃
さ
れ
た

個
体
と
捕
獲
し
た
個
体
が
同
一

で
あ
る
と
、
特
定
を
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
誤
っ
た
情
報
を
発
信

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
捕
獲

後
の
配
信
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　
ク
マ
の
目
撃
情
報
発
信

ア
プ
リ
の
導
入
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

既
に
長
野
県

が
運
用
し
て
い
る
「
け
も
の
お

と
」
と
い
う
ア
プ
リ
が
広
域
的

な
情
報
共
有
の
観
点
か
ら
適
し

て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
来
年

度
以
降
、
こ
の
ア
プ
リ
へ
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

問　
本
制
度
の
概
要
は
ど
う

か
。

教
育
次
長　

乳
児
等
通
園
支
援

事
業
と
し
て
規
定
さ
れ
た
新
た

な
通
園
制
度
で
、
生
後
６
か
月

か
ら
満
３
歳
未
満
ま
で
の
保
育

所
等
に
通
っ
て
い
な
い
乳
幼
児

で
、
保
護
者
の
就
労
要
件
等
問

わ
ず
、
月
ご
と
の
利
用
可
能
時

間
枠
の
中
で
、
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
等
を
利
用
で
き
る
。

来
年
度
、
祢
津
と
北
御
牧
２
つ

の
保
育
園
で
事
業
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。

市内小学校で教材として利用されたハンドブック

認知症特化型サービスC事業の様子

　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

斉
さ い

藤
と う

　哲
さとる

議員

※
小
学
生
向
け
。
希
望
す
る
学
校
に
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
研
究
会
ま
で
。



きらり★キラリ

決
め
、
２
０
１
５
年
に
移
住
し
ま

し
た
。

住
み
始
め
て
ど
う
で
す
か

松
木
さ
ん　
こ
こ
に
来
て
か
ら
よ

く
空
を
見
あ
げ
て
い
ま
す
。
長
野

の
造
形
に
た
ず
さ
わ
る
人
は
作
品

の
題
材
に
空
を
求
め
る
人
が
多
い

気
が
し
ま
す
。
自
然
の
中
の
生
き

物
も
題
材
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
、
埼
玉
に
い
る
と

き
と
の
違
い
で
す
。「
松
木
は
長

野
に
行
っ
て
良
か
っ
た
ね
」
と
周

囲
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。

金
工
と
は
、
ど
の
よ
う

な
工
芸
で
す
か

松
木
さ
ん　

金
工
に
は
、
鍛れ

ん
金き

ん
・

彫ち
ょ
う

金き
ん
・
鋳ち

ゅ
う

金き
ん
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。
私
は
金
属
板
を
ハ
ン
マ
ー

で
打
っ
た
り
延
ば
し
た
り
を
繰
り

返
し
、
創
り
あ
げ
ま
す
。

今
後
の
作
品
発
表
・
作

品
展
な
ど
の
予
定
は

松
木
さ
ん　
４
月
は
大
学
関
係
の

４
人
で
東
京
、
５
月
は
教
え
子
た

ち
と
埼
玉
で
グ
ル
ー
プ
展
が
始
ま

り
ま
す
。
安
曇
野
市
美
術
館
で
は
、

５
月
２
日
か
ら
末
日
ま
で
日
展
の

御牧原の自然に魅せられて

議会の傍聴へ
お越しください

令和８年３月定例会における代表質問・一般質問は
２月27日・３月２日・４日に予定されています。

東御市議会
ホームページ

御牧原在住の【金
き ん

工
こ う

家】
松木 光

こ う

治
じ

さん

日
本
美
術
展
覧
会
第
１
１
８
回
日
展
の
工
芸
で

　
　
　
　
　
　
「
宙
（
そ
ら
）、
深
く
」
が
特
選
を
受
賞

�

２
０
２
０
年
に
続
き
２
回
目
の
特
選
受
賞
で
す

経
歴
は

松
木
さ
ん　
大
宮
市
（
現
さ
い
た

ま
市
）
出
身
。
金
沢
美
術
工
芸
大

学
で
鍛
金
を
専
攻
し
、
東
京
藝
術

大
学
大
学
院
を
修
了
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
高
校
で
教
鞭
を
執
り
、

定
年
退
職
後
に
御
牧
原
に
移
住
し

ま
し
た
。

移
り
住
ん
だ
き
っ
か
け
は

松
木
さ
ん　
定
年
後
は
、
埼
玉
県

以
外
に
住
み
た
い
と
思
い
、
５
年

ほ
ど
物
件
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

明
神
館
な
ど
を
家
族
で
訪
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
自
然
豊
か
な
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

地
域
の
不
動
産
業
者
に
こ
の
場
所

を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
時
、
目
に

入
っ
た
真
っ
白
に
輝
く
北
ア
ル
プ

ス
に
感
動
し
、
こ
こ
し
か
な
い
と

あとがき広
報
委
員

田
中　
博
文

西
山　
福
恵

佐
藤　
裕
太

小
林　
祐
一

大
谷　
真
宙

市
毛　
真
弓

瀬
田　
智
之

大
塚　
博
文

山
崎　
康
一

　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想をお寄せください。
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　本会議､全員協議会、常任委員会､特別
委員会は傍聴することができます。
　定例会の日程は､確定後、
東御市議会ホームページに
掲載しますので､ご確認くだ
さい。
※一般質問の日程は変更と
なる場合があります。

最
近
朝
早
い
時
間
に
、
東
御
市
の
主
な
観
光
地

を
回
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た

以
上
に
美
し
い
写
真
が
撮
れ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。
当
市
に
は
美
し
い
場
所
を
集
め
た
十
景
が
あ
り

ま
す
が
ご
存
じ
で
す
か
？
東
御
十
景
の
日
の
出
時
間

は
ど
ん
な
美
し
さ
だ
ろ
う
と
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
東
御
の
美
し
さ
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。�

田
中 

博
文

巡
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
和
の

カ
フ
ェ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
す
み
れ

屋
」
で
も
３
年
前
か
ら
年
１
回
の

ペ
ー
ス
で
作
家
展
を
開
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
、
春
〈
上
野
〉

と
秋
〈
六
本
木
〉
で
開
催
さ
れ
る

公
募
展
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
展
望
は

松
木
さ
ん　
私
の
金
工
は
銅
や
真

鍮
と
い
う
金
属
板
や
棒
と
い
っ
た

素
材
を
使
い
、
イ
メ
ー
ジ
を
形
に

し
て
い
く
面
白
い
世
界
で
す
。
今

後
も
、
自
分
ら
し
い
制
作
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
定
年
後
、
豊
富
な
自
然
の
中
に

活
動
拠
点
を
移
し
、
作
品
に
磨
き

を
か
け
、
さ
ら
な
る
高
み
を
追
い

続
け
る
姿
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　
東
御
市
民
憲
章
に
あ
る
「
芸
術

や
伝
統
に
親
し
み
、
文
化
の
薫
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
に
ふ
さ
わ

し
い
金
工
家
の
松
木
さ
ん
で
し
た
。

「宙（そら）、深く」（東信ジャーナル提供写真）

カエルは作品の重要なモチーフ


